
呉宮原高等学校 第２学年 国語科 古典Ｂ 年間評価計画 
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資質・能力 

実施時期 質的ルーブリック（判断基準） 

１学期 ２学期 ３学期 

考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 
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言語文化の特質や我が国の文化と外国の
文化との関係に気づき，伝統的な言語文化
への興味，関心を広げることができる。 

  ○ ○ 
 
 

 
 
 

  ○ ○  

作品一つ一つに表れた個

性と価値がわかる。 

古文と漢文の両方を学ぶこ

とを通して，両文化の関係に

気づくことができる。 

多様な方面からアプローチし，我が国

の伝統的な言語文化の独自性と価値

を尊重することができる。 

古典に用いられている語句の意味，用法及
び文の構造を理解する。 

〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 〇 ○ 

文語のきまり，訓読のき

まりを理解できる。 

文脈に即して意味や用法が

とらえられる。 

書き手の意図や文章中の人物の心情

などを，語句を手掛かりに場面や状況

の展開から読み取り，理解できる。 

読
む
こ
と 

古典を読んで，内容を構成や展開に即して
的確にとらえる。 

 ○   ○  ○ ○ ○   ○ 

文章の構成，展開を確か

めることができる。 

文脈や段落相互の関係を踏

まえて，文章の構成や展開を

正しく読み取ることができ

る。 

書き手の思考の流れに目を向け，書き

手の考えの強調点を読み取り，なぜこ

の文章を書いたのか，なぜこのように

書いたのかという意図を汲み取るこ

とができる。 

古典を読んで，人間，社会，自然などに対
する思想や感情を的確にとらえ，ものの見
方，感じ方，考え方を豊かにする。 ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ ○ 

書かれた時代，環境によ

って書き手や文章中の人

物の思想や感情が様々に

表現されていることがわ

かる。 

書き手や文章中の人物の思

想や感情に共感したり，違和

感を持ったりして，批判的に

読むことができる。 

文章を批判的に読む中で自分なりの

意見を述べ，想像力，心情，感性を豊

かにしている。 

古典の内容や表現の特色を理解して読み
味わい，作品の価値について考察する。 

○  ○  ○ ○ ○    ○  

修辞・文体など表現の仕

方の特色がわかる。 

思想や感情と修辞・文体の表

現の仕方の特色を結び付け，

どのように表現されているか

を理解することができる。 

巧みな描写，繊細な表現，簡潔な語調

などを味わうことができ，作品の価値

について考察することができる。 

主な学習活動 
文章 
作成 

討論 発表 
文章 
作成 

発表 討論 
文章 
作成 

討論 
文章 
作成 

文章 
作成 

発表 
文章 
作成 

   

 

 

 

 

意欲・態度，価値観・倫理観 
考え・基礎知識 

（Ideas） 

つながり 

（Connections） 

応用・ひろがり 

（Extensions） 

協調性・柔軟性が持てる。 他者の考えが理解できる。 他者と自分との相違点，共

通点が見いだせる。 

他者との相違点，共通点が

わかり，他者と協働して新

たな価値を生み出すことが

できる。 

自己理解ができる。 自己のアイデンティティを

確立することができる。 

他者のアイデンティティと

自己とのつながりがわか

る。 

他者のアイデンティティを

推し量り，多様性に対応す

ることができる。 

異文化理解ができ，日本人としてのアイデンティティ

が確立できる。 

文化の概念がわかる。 自国の文化を理解し，外国

の文化と比較して，相違点

や共通点がわかる。 

日本人としてのアイデンテ

ィティを持ち，グローバル

社会を生き抜く高い志と使

命感が持てる。 

別紙様式２－② 


